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あいだのダーウィン
２００９年は，チャールズ・ダーウィン（１８０９～１８８２）生誕二百年，『種の起源』
出版百五十年にあたる……そうだ。このこと自体，松永俊男氏の『チャール
ズ・ダーウィンの生涯――進化論を生んだジェントルマンの社会』で知った
という，どうしようもない門外漢がこの評判の高い伝記を書評するのだから，
どこから眺めても暴挙である。
わたしはとことん理科に弱い。文系人間である，ということにしておく。
この場合は生物に弱いと言うべきなのだろうが，かろうじて鳥類と爬虫類，
男と女，桜と梅の区別がつくくらいである。
もちろん『種の起源』なぞ一ページだって読んだことはない（古典新訳文
庫で出ていますよ）。文化史の事項として知っているだけである。
ガラパゴス諸島を地図で示せない（これは地理ですよ）。年齢がわかってし
まうが，タモリのイグアナの物真似を知っているだけだ。しかも，松永氏の
本に，ダーウィンがガラパゴス諸島で進化論を思いついたわけではないこと
を教えられてしまった！
こうした困った読者すらも啓蒙する松永氏の著作を，門外漢ならではの視
点で読んでみたい，というのが，書評と名乗ってしまっている拙文の目的で
ある。すでに，生物学者の長野敬氏や生命科学者の中村桂子氏の新聞書評が
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出ているが，文系読者にとっての，松永氏の新しいダーウィン像の意義と魅
力を示してみたい，と思っている。
もっとも，理系と文系という区別は近代日本独特のものである。旧制高等
学校の入学試験科目において，理科と文科に違いをつけたところから生まれ
た。１９０８（明治４１）年に作られた新しい規定によって，従来までは（旧制）
中学校の全科目となっていたところを，理科では物理と化学（翌年に化学を
動物及生理に変更）を，文科では歴史と地理を選ぶことになったのである。
このときから現在にいたるまで，日本では受験による区分けが人びとの頭の
なかに入ってしまっているわけだが，欧米の大学には日本的な入学試験制度
がないために，こういう意味での理系と文系の区別はない。もちろん，自然
科学と人文科学という区別は存在する。というか，近代日本の学問制度はそ
のヨーロッパ的区別を受け入れたのである。
しかし，わたしがつねづね興味深く感じているのは，ニュートン（１６４２～
１７２７）とかライプニッツ（１６４６～１７１６）とかカント（１７２４～１８０４）などの業
績を見ても明らかであるが，微妙に自然科学と人文科学，そして神学が交じ
りあっていた点である。それがいつごろまでの話なのか，それこそ門外漢な
のでわからないのだが（おそらく，国民国家体制下の科学技術競争が激化す
る１９世紀後半に変化したのだろう。松永氏の言うとおり，ダーウィンの息子
たちは父のようにはありえなかった。），たとえばゲーテ（１７４９～１８３２）も，
大学で法学を修めた，日本の文脈で言えば文系人間であるが，よく知られて
いるように，鉱物学や植物学などの研究にも携わった。人間観察と自然観察
のあいだに違いはなかったのである。ドイツ語のNaturは人間の性質（本質）
という意味ももっている。
現代の日本では，こういう人間に，マルチな才能をもった文理融合人間な
どともっともらしい呼び名をつけて褒めたたえたりする。しかし，当時にあ
っては，神が造り給うた世界や人間の真実に迫っていく方法という点では，
自然科学と人文科学を峻別する必要はなかったのである。そして，世界や人
間の真実に迫っていこうとする，そのような知的な人間の集まり――それは
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アカデミーであったり，サロンやサークルであったり，市民的（秘密）結社
であったりするわけだが――が存在した。
ダーウィンの脱神話化ということが松永氏の大きな業績である，と他の書
評ですでに言われている。そうであろうと思われるが（とりわけ，２００９年９
月１３日付け毎日新聞に載った中村氏の書評は，さまざまなエピソードも紹介
しているので参照されたい），幸か不幸か，そもそもわたしはダーウィン神話
に侵されるほどの知識を有さない。前述のガラパゴス神話がわたしの唯一の
知識だったが，それがブチ壊されても少し悲しかったので，この本がどのよ
うな破壊力をもつかがよくわかる。
そういうわたしのような人間にとって面白いのは，第一には，ダーウィン
の進化論のまわりに怪しげな言説（それが神話化なのだが）がまとわりつい
てしまうメカニズムそのものであり，第二により重要なことは，当時のヨー
ロッパ（イギリス）の知の構造，つまり文系と理系のあいだに，自然科学と
人文科学のあいだにいたダーウィンが，どのような言説の場で進化論を構築
していったか，なのである。この本はそうした文系的興味を満足させてくれ
るのだ。
何より，「著者紹介」を見ればわかるように，松永氏自身が生物学と哲学を
修めた，文系と理系，科学と哲学にまたがる人間なのである。
ふらふらダーウィン
ダーウィンのように，自伝を含めて，すでに多くの伝記が書かれている人
物について新たに伝記を書くのは至難の業だ。知られざる人物の発掘のほう
が簡単なのである。戦略なしには超有名人の伝記は書けない。オリジナリテ
ィを出すためには，すでに知られている事項をどのように並べ替えて，同じ
風景のなかにどのような新たな見方を提出するかを考えぬかなければならな
い。
意外にも松永氏は正攻法を採っている。誕生から死まで，それどころか二
代前までさかのぼって，さらに子どもたちのその後まで，文字通りダーウィ
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ンの生涯を書ききる。にもかかわらず，ここで描かれるのは，ダーウィンを
明確に規定できないということなのである。
ダーウィンはナチュラリストと呼ばれ，ジェントルマンと称される。わた
しは松永氏の伝記を読んで，ジェントルマン・ナチュラリストを，自然（科
学）を愛する理科少年と訳すのがいちばんいいのではないかと感じた（もっ
とも，ダーウィンは鳥撃ちが好きだったそうだし，現代イギリス的な動物愛
護の精神はない）。ジェントルマンもナチュラリストも何かあいまいなものな
のである。
ダーウィンが根っからのジェントルマンであったことを示すために，財産
を築いた父方と母方の祖父の話からはじめられる（それにしても，ダーウィ
ンの母方があのウエッジウッドとは愉快である）。ジェントルマンの学問は趣
味としての学問であり，刻苦勤勉からはほど遠い。「特定の仕事を持たず，趣
味だけに生きる」のがジェントルマンであり，現にダーウィンの兄は一生働
かなかったらしい。ダーウィンもお金のために働いたことは一度もなく，金
融資産の巧みな運用で堅実に財産を殖やし，暮していたのだという。わたし
はこの話を知って，一瞬ダーウィンが嫌いになった。
そもそも「ダーウィンはなぜ，ビーグル号に乗船できたのか」（序章の題名）
と言えば，その生物学の知見が買われたのではなく，やや精神的に不安定な
艦長の孤独を紛らわす話し相手として推薦されたのだった。話し相手はジェ
ントルマンとしての教養を備えている必要があり，上層中流家庭のダーウィ
ン家の子弟ならうってつけだろう，と。
乗船の費用もすべてダーウィンの父が自腹を切るが，裕福な家庭の出身で
なければ，不可能だったのだ。このようなことが書かれている序章から，ビ
ーグル号乗船にいたる第５章までの記述は，実に魅力的である。長いヒゲを
はやした怖い老人の肖像が流通しているダーウィンが，自分の人生をなかな
か決められない（まあ，ジェントルマンだから，それでいいのだが）ふらふ
らな若者であったとは！
つまり，『チャールズ・ダーウィンの生涯』は，頼りないボンボンがビーグ
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ル号に乗って旅に出て，自分の課題を見いだすという教養小説としても読め
るのである。わたしは，そう読むべきだとさえ思う。
また，この点で重要なのは，松永氏が当時のイギリスの大学制度・高等教
育制度について詳しく説明してくれていることである。他国の，あるいはそ
の時代の大学制度についての知識がないと思わぬ誤解をしてしまうのは，わ
たしも苦い経験とともによく知っている。欧米がみな同じ制度というわけで
は決してなく，まさにその国の知の構造と深く関わっているだけに，学者の
伝記を書くあるいは読むためには不可欠の知識である。
なお，この本では細部のエピソードが豊かなのだが，教育に関しての話で
言えば，ダーウィンが長男だけを名門パブリック・スクールのハロー校に送
りこみ，あとの息子たちはグラマー・スクールで学ばせたことは興味を引く。
グラマー・スクールのほうが，数学や自然科学の教育が優れていたのだとい
う。ダーウィン自身が，パブリック・スクール教育の要となる古典語が好き
ではなかったのかもしれないと，わたしは邪推している。
オックスブリッジが，すこし誉めすぎの言葉を使えば，文理を統合したリ
ベラル・アーツの学校であることがよく理解できた。ダーウィンは医学とい
う実学的専門教育では挫折するのだが，ケンブリッジでは生きいきとしてい
る。ケンブリッジ生活なくして，ダーウィンの優雅で有意義なふらふらぶり
は生まれなかったにちがいない。
闘うダーウィン
さて，『種の起源』である。
松永氏の描くダーウィンは，わたしにとってジェーン・オースティンの小
説の登場人物のようなところがあり，その点においてこそ，小説好きの文系
読者にぜひおすすめしたい。ダーウィンの生涯から本当にさまざまな脇役を
造型できるのである。結婚損得表などをこさえるケンブリッジ出の青年，財
産家の父親から金をせびるナチュラリスト，ロンドンから保養地に来ている
子沢山の父親，水療法を試みる病気がちの老人などなど。
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しかし正直言えば，やはり地質学や動物学や植物学の部分は専門的で，文
系素人にはやや難しい。
文系素人にとって重要なのは，松永氏が提出する，「『種の起源』は，ダー
ウィン個人のものであると同時に，ヴィクトリア時代のイギリス〔の帝国主義
的国力……引用者〕が生み出したものでもあった」という視点である。これは
文学にもあてはまることで，場所と時代が必然的に，あるいは偶然に偉大な
作品をもたらすのである。松永氏がこの視点で『種の起源』誕生の過程を描
き出していることは，特筆されてよいだろう。
わたしは，松永氏の本を読みながらダーウィンの学問的情熱について思い
をめぐらした。ダーウィンは，世界がどのようになっているのかを説明した
いという情熱をもっていたのではないのか。もちろん，これはダーウィンだ
けの話ではなく，優れた科学者に，そして文学者や哲学者にあてはまるもの
である。
世界を説明したい。
その欲望と衝突してくるのが，西洋においてはキリスト教であった。松永
氏はダーウィンとキリスト教との関係について多くの頁を割いている。ダー
ウィンは最初，啓蒙主義的な自然神学を奉じていて，『種の起源』も神の作っ
た理性的な世界という考えに基づいていた。しかし，だんだんとキリスト教
からは離れていったが，それでも完全な無神論者として教会関係者と断絶し
てしまうこともなかった。要するに，自分の考えを貫きつつ，なかなかうま
くやったのである。
むしろ，ダーウィンの周辺にいる他の人たちが，『種の起源』をめぐって，
おのれの立場を主張し，論敵を作って攻撃するという振舞いに出たのである。
松永氏の記述では，ダーウィン自身はこうした騒動にいささかうんざりして
いたようであり，また時に果敢に闘う姿勢を見せた。同じ状況が，わたした
ちが現在，「社会的ダーウィニズム」として知っているものについてもあては
まるだろう。こういったことが，のちに，まことしやかなダーウィン神話を
形成していったわけである。
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ところで，終章の最後の一文は「ダーウィンの功績は永遠である」となっ
ている。派手な記述を抑えた手堅い伝記の最後にふさわしいものである。と
はいえ，最後に何か思いがけないエピソード，思いがけない一文がほしかっ
たなとも，わがままな文系読者としては思ってしまう。
ああ，しかし，ダーウィンには奇矯なエピソードが欠けている。それが，
ジェントルマンで，父祖から受け継いだ財産を守り殖やし，大勢の子どもた
ちの教育と将来設計に心を砕く，闘う家長たるダーウィンなのである。
読後感が爽やかなのは，ダーウィンの永遠の功績のおかげではなく，その
功績にもかかわらず，それなりに穏やかだった生涯のおかげなのかもしれな
い。
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